
(57)【要約】

【課題】複数の無線部に対してＲＦ－ＩＣとディジタル

ＩＣのインターフェイスを備える。

【解決手段】複数の無線部１０１と、各無線部に含まれ

る周波数シンセサイザ１０９と、ディジタル信号を処理

する処理部１１２と、処理部に含まれていて、各周波数

シンセサイザで参照する基準信号を生成する基準信号生

成手段１１４と、各無線部と処理部との間で、基準信号

を含むディジタル信号を伝送する伝送手段１１１と、を

具備する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 と 前 記 通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る
た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、
　 各 前 記 無 線 部 に 含 ま れ る 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ と 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー
タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 各 前 記 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ で 共 通 に 参 照 す る
基 準 信 号 を 生 成 す る 基 準 信 号 生 成 手 段 と 、
　 各 前 記 無 線 部 と 前 記 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 基 準 信 号 を 含 む デ ィ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 す る 伝
送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 無 線 部 の 各 受 信 部 は 、 通 信 相 手 か ら 同 一 の 周 波 数 で 送 信 さ れ た 複 数 の 異 な る
信 号 を ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 伝 送 手 段 は 、 複 数 の 信 号 線 で あ っ て 、 該 複 数 の 信 号 線 の う ち の １ つ が 前 記 基 準 信 号
を 伝 送 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 か ら 前 記 基 準 信 号 を 抽 出 す る 抽 出 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 と 前 記 通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る
た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー
タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ 、 各 前 記 無 線 部 に お け る 送 信 動 作 と 受 信 動 作 を 切 換 え
る た め の 切 替 制 御 信 号 、 各 前 記 無 線 部 で 消 費 さ れ る 電 力 を 変 化 さ せ る 消 費 電 力 可 変 制 御 信
号 、 各 前 記 無 線 部 に お け る 送 信 電 力 を 変 化 さ せ る 送 信 電 力 可 変 制 御 信 号 、 各 前 記 無 線 部 の
発 信 周 波 数 を 設 定 す る 設 定 制 御 信 号 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 部
と 、
　 各 前 記 無 線 部 と 前 記 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 制 御 信 号 を 含 む デ ィ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 す る 伝
送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 前 記 無 線 部 は さ ら に 、 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ を 備 え 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 は さ ら に
、 各 前 記 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ で 共 通 に 参 照 す る 基 準 信 号 を 生 成 す る 基 準 信 号 生 成 手 段 を 備
え 、 前 記 伝 送 手 段 は 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 基 準 信 号 を 含 む デ ィ ジ タ
ル 信 号 を さ ら に 伝 送 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 前 記 無 線 部 は さ ら に 、 前 記 受 信 部 で 受 信 し た 信 号 の 強 度 を 示 す 受 信 信 号 強 度 信 号 を 生
成 す る 強 度 信 号 生 成 手 段 を 具 備 し 、
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 と し て 、 前 記 受 信 信 号 強 度 信 号 を 含 み 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 は
前 記 伝 送 手 段 を 介 し て 伝 送 さ れ た 前 記 受 信 信 号 強 度 信 号 を 基 に 復 号 処 理 を 行 う こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 伝 送 手 段 は 、 前 記 切 替 制 御 信 号 、 前 記 消 費 電 力 可 変 制 御 信 号 、 前 記 送 信 電 力 可 変 制
御 信 号 、 前 記 設 定 制 御 信 号 、 及 び 前 記 受 信 信 号 強 度 信 号 の う ち の 少 な く と も １ つ 以 上 の 信
号 を 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ を 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 か ら 前 記 無 線 部 に 対 し
て 伝 送 す る 期 間 と 前 記 受 信 部 か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 伝 送 す る 期
間 以 外 の 期 間 に 伝 送 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 伝 送 手 段 は 、 複 数 の 信 号 線 で あ り 、 該 複 数 の 信 号 線 の う ち の １ つ が 前 記 切 替 制 御 信
号 、 前 記 消 費 電 力 可 変 制 御 信 号 、 前 記 送 信 電 力 可 変 制 御 信 号 、 前 記 設 定 制 御 信 号 、 及 び 前
記 受 信 信 号 強 度 信 号 の う ち の 少 な く と も １ つ 以 上 の 信 号 を 伝 送 し 、 他 の １ つ の 信 号 線 が 、
前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ 及 び 前 記 受 信 部 か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 無 線 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー
タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 お よ び 各 前 記 無 線 部
に 電 源 を 供 給 す る 電 源 部 と 、
　 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る 電 源 を 前 記
無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー
タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 外 部 に 設 け ら れ た 電 池 か ら 出 力 さ れ た 電 源 電
圧 を 各 部 に 供 給 す る た め の レ ギ ュ レ ー タ と 、
　 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 レ ギ ュ レ ー タ か ら 出 力 さ れ た 電
源 電 圧 を 前 記 無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 と 前 記 通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る
た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、
　 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー
タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 各 前 記 無 線 部 で の 送 信 周 波 数 又 は 受 信 周 波 数
を 設 定 す る た め の 発 信 周 波 数 信 号 を 生 成 す る シ ン セ サ イ ザ と 、
　 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 シ ン セ サ イ ザ か ら 出 力 さ れ た 前
記 発 信 周 波 数 信 号 を 前 記 無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線
機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス を 有 す る 無 線 機 に 関 し 、 特 に 複 数 の 無 線 部 を 有
す る 無 線 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 無 線 機 に お い て は 、 Ｒ Ｆ （ Radio Frequency） 部 （ 無 線 部 ） と ベ ー ス バ ン ド 処 理
部 か ら な る 無 線 機 で は 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス は 、 ア ナ ロ グ 信 号 線 と 、 デ ィ ジ タ ル 及 び /又 は
ア ナ ロ グ の 制 御 線 と か ら 形 成 さ れ て い る 。 と こ ろ が 近 年 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｃ （ Integrated Circu
it） の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ Complementary Mental-Oxide Semiconductor） 化 に 伴 い 、 Ａ Ｄ Ｃ （ ア ナ
ロ グ － デ ィ ジ タ ル 変 換 器 ） あ る い は Ｄ Ａ Ｃ （ デ ィ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 ） を Ｒ Ｆ － Ｉ Ｃ
へ 内 蔵 す る こ と が 可 能 と な っ て き た 。 こ れ を 受 け て Ｄ ｉ ｇ Ｒ Ｆ と 呼 ば れ る 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｃ と
デ ィ ジ タ ル Ｉ Ｃ を デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス で 接 続 す る 規 格 が 作 ら れ て い る （ 例 え ば 、
非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 近 年 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ （ Multi-Input、 Multi-Output） と 呼 ば れ る 複 数 の 無 線 部 と ア ン テ
ナ を 用 い て 伝 送 速 度 を 高 速 化 す る 方 式 が 研 究 開 発 さ れ 実 用 化 さ れ つ つ あ る 。 こ の よ う な 無
線 機 で は 複 数 の Ｒ Ｆ 部 に 対 し て 信 号 の 送 受 あ る い は 制 御 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
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【 非 特 許 文 献 １ 】 ［ 平 成 １ ７ 年 ８ 月 ４ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ URL： http://146.101.
169.51/DigRF%20Standard%20v112.pdf＞ “ DigRF BASEBAND / RF DIGITAL INTERFACE SPEC
IFICATION Logical, Electrical and Timing Characteristics EGPRS Version, Digital 
Interface Working Group, Rapporteur: Andrew Fogg, TTPCom, Version 1.12” 、 ６ 頁 に
記 載 の 図
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 Ｄ ｉ ｇ Ｒ Ｆ は 元 々 Ｇ Ｓ Ｍ （ Global System for Mobile Communications
） の た め の 規 格 で あ る た め 、 次 世 代 無 線 Ｌ Ａ Ｎ や 次 世 代 セ ル ラ ー に 適 用 が 検 討 さ れ て い る
Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ の よ う な 複 数 の Ｒ Ｆ 部 か ら な る 構 成 を 前 提 と し て い な い 。 ま た 、 特 に Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 対
応 の 無 線 機 で は 、 各 Ｒ Ｆ 部 に 基 準 信 号 を 発 生 す る 水 晶 発 信 器 を 設 け る 必 要 が あ る が 、 発 信
器 の 特 性 に ば ら つ き が あ る た め 、 各 無 線 部 で 復 調 ・ 変 調 さ れ る 信 号 の 特 性 が 異 な り 、 結 果
と し て 誤 り 率 特 性 の 劣 化 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 複 数 の 無 線 部 を 備 え る 無 線
機 に お い て 、 よ り 簡 易 な 構 成 で 、 特 性 の 劣 化 を 防 止 で き る 無 線 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 無 線 機 は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す
る た め の 受 信 部 と 前 記 通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、 各
前 記 無 線 部 に 含 ま れ る 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ と 、 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ
れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ
ン ド 処 理 部 と 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 各 前 記 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ で 共
通 に 参 照 す る 基 準 信 号 を 生 成 す る 基 準 信 号 生 成 手 段 と 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 処 理 部 と の 間
で 、 前 記 基 準 信 号 を 含 む デ ィ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 線 機 は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 と 前 記
通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ
れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す
る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ 、 各 前 記 無 線 部 に お け
る 送 信 動 作 と 受 信 動 作 を 切 換 え る た め の 切 替 制 御 信 号 、 各 前 記 無 線 部 で 消 費 さ れ る 電 力 を
変 化 さ せ る 消 費 電 力 可 変 制 御 信 号 、 各 前 記 無 線 部 に お け る 送 信 電 力 を 変 化 さ せ る 送 信 電 力
可 変 制 御 信 号 、 各 前 記 無 線 部 の 発 信 周 波 数 を 設 定 す る 設 定 制 御 信 号 の う ち の 少 な く と も 一
つ の 制 御 信 号 を 生 成 す る 制 御 部 と 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 制 御 信 号 を
含 む デ ィ ジ タ ル 信 号 を 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 無 線 機 は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部 を 含
む 複 数 の 無 線 部 と 、 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手
に 送 信 す べ き デ ー タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、 前 記 ベ ー ス
バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 お よ び 各 前 記 無 線 部 に 電 源 を 供 給
す る 電 源 部 と 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す
る 電 源 を 前 記 無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た さ ら に 、 本 発 明 の 無 線 機 は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部
を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、 前 記 受 信 部 で 受 信 処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信
相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ を 各 前 記 無 線 部 に 供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、 前 記 ベ
ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 外 部 に 設 け ら れ た 電 池 か ら 出 力 さ れ た 電 源 電 圧 を 各 部
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に 供 給 す る た め の レ ギ ュ レ ー タ と 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 前
記 レ ギ ュ レ ー タ か ら 出 力 さ れ た 電 源 電 圧 を 前 記 無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と を 具 備 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 無 線 機 は 、 通 信 相 手 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 部
と 前 記 通 信 相 手 に 信 号 を 送 信 す る た め の 送 信 部 を 含 む 複 数 の 無 線 部 と 、 前 記 受 信 部 で 受 信
処 理 さ れ た 信 号 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 通 信 相 手 に 送 信 す べ き デ ー タ を 各 前 記 無 線 部 に
供 給 す る た め の ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 含 ま れ て い て 、 各 前 記
無 線 部 で の 送 信 周 波 数 又 は 受 信 周 波 数 を 設 定 す る た め の 発 信 周 波 数 信 号 を 生 成 す る シ ン セ
サ イ ザ と 、 各 前 記 無 線 部 と 前 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 間 で 、 前 記 シ ン セ サ イ ザ か ら 出 力
さ れ た 前 記 発 信 周 波 数 信 号 を 前 記 無 線 部 に 伝 送 す る 伝 送 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 無 線 機 に よ れ ば 、 複 数 の 無 線 部 を 備 え る 場 合 で も 、 よ り 簡 易 な 構 成 で 、 無 線 機
特 性 の 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）  
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 基 準
信 号 源 を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 有 し 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス で 基 準 信 号 源 の 基 準 信
号 を 無 線 部 に 分 配 す る 場 合 の 図 で あ る 。 　
　 複 数 の ア ン テ ナ １ ０ １ 、 複 数 の Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ 、 複 数 の デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １
１ 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ を 備 え て い る 。 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ は 、 無 線 部 １ ０ ３ 、 周 波 数
シ ン セ サ イ ザ （ Ｖ Ｃ Ｏ ： Voltage-Controlled Oscillator） １ ０ ９ 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ を
備 え て い る 。 無 線 部 １ ０ ３ は 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｃ で あ り 、 受 信 部 （ Ｒ Ｘ ） １ ０ ４ 、 送 信 部 （ Ｔ Ｘ
） １ ０ ５ 、 受 信 用 の Ａ Ｄ Ｃ １ ０ ６ 、 送 信 用 の Ｄ Ａ Ｃ １ ０ ７ 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 （
Ｓ ／ Ｐ ） １ ０ ８ を 内 蔵 し て い る 。 ま た 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ は 、 ベ ー ス バ ン ド Ｉ Ｃ
で あ り 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ 、 基 準 信 号 源 で あ る 温 度 補 償 水 晶 発 振 器 （ Ｔ Ｃ
Ｘ Ｏ ） １ １ ４ 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 １ １ ５ を 内 蔵 し て い る 。 な お 、 以 下 の 記 載 す る 各 実
施 形 態 は Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ を ３ 系 統 有 す る Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 用 無 線 機 を 例 と し て い る 。 よ っ て 、 受 信 部
１ ０ ４ は 、 通 信 相 手 か ら 同 一 の 周 波 数 で 送 信 さ れ た 複 数 の 異 な る 信 号 を 受 信 す る 。 ベ ー ス
バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ は 、 各 受 信 部 で 受 信 し た 信 号 を 分 割 し 、 統 合 す る こ と で １ つ の 情 報 を
復 元 す る 。 一 方 、 送 信 部 １ ０ ５ の そ れ ぞ れ は 、 同 一 周 波 数 で 異 な る 信 号 を 、 ア ン テ ナ １ ０
１ を 介 し て 送 信 す る 。 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ は 、 所 定 の 発 振 周 波 数 で 発 振 す る 発 振 器
で あ り 、 印 加 電 圧 に よ っ て 発 振 周 波 数 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ は 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ で 使 用 す る 参 照 周 波 数 に 対 応 す る 基 準 信 号 を 発 生
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ は 、 通 常 、 位 相 検 出 器 （ 図 示 せ ず ） 、 ル ー プ フ ィ ル タ ー （ 図 示 せ ず ）
、 分 周 器 （ 図 示 せ ず ） か ら な る 。 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ は 、 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 発 振
周 波 数 を 参 照 周 波 数 発 生 器 （ 本 実 施 形 態 で は 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ ） の 周 波 数 と 比 較 す る 。 そ
し て 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ は 、 位 相 検 出 器 の 出 力 を ル ー プ フ ィ ル タ ー に 通 過 さ せ 、 そ の 後 、
周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ に フ ィ ー ド バ ッ ク し て 、 参 照 周 波 数 と 出 力 と の 位 相 を 正 確 に 合
わ せ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ は 、 各 無 線 部 １ ０ ３ の シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部
１ ０ ８ と 各 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ の シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ と を 接 続 し て い
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る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 特 徴 的 な 点 は 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ に よ っ て 生 成 さ れ た 基 準 信 号 が デ ィ ジ タ ル
イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ を 通 し て 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ へ 伝 送 さ れ る 点 で あ る 。 こ れ は 特 に 図 １
に 示 し た ご と く Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ が 複 数 存 在 す る 構 成 の 無 線 機 に つ い て 特 に 有 効 で あ る 。 　
　 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ を 通 し て 伝 送 さ れ た Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ の 基 準 信 号 は 、
そ れ ぞ れ の 無 線 部 １ ０ ３ に 内 蔵 さ れ て い る 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の Ｐ Ｌ Ｌ の 基 準 信 号
と し て 用 い ら れ る 。 こ れ に よ っ て 全 て の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 基 準 信 号 を 共 通 と す
る こ と が 可 能 と な り 、 各 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 発 振 周 波 数 を 一 致 さ せ る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 他 の 装 置 部 分 は 通 常 使 用 さ れ て い る も の で あ る の で 詳 細 な 説 明 は 省 き 、 各 装 置 部 分
の 動 作 を 簡 単 に 説 明 す る 。 　
　 （ 受 信 ） ア ン テ ナ １ ０ １ が 信 号 を 受 け 取 り 、 受 信 部 １ ０ ４ が こ の 信 号 を 受 信 し 、 無 線 部
１ ０ ３ が 受 信 さ れ た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ ０ ８
が こ の デ ィ ジ タ ル 信 号 を シ リ ア ル 信 号 に 変 換 し 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ が こ
の シ リ ア ル 信 号 を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ の シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ に 伝 送 す
る 。 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ は 、 シ リ ア ル 信 号 を 元 の デ ィ ジ タ ル 信 号 に 戻 し 、 デ
ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 １ １ ５ が こ の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 復 調 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 送 信 ） デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 １ １ ５ は 送 信 信 号 を 生 成 し 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部
１ １ ３ が こ の 送 信 信 号 を シ リ ア ル 信 号 に 変 換 す る 。 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ が
こ の シ リ ア ル 信 号 を Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ の シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ ０ ８ に 伝 送 す る 。 シ リ ア
ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ ０ ８ は 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 Ｄ Ａ Ｃ １ ０ ７ が こ の デ ィ ジ タ ル
信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 す る 。 そ し て 、 送 信 部 １ ０ ５ が こ の ア ナ ロ グ 信 号 を 送 信 信 号 と
し て ア ン テ ナ １ ０ １ か ら 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 無 線 機 に よ れ ば 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ が 発 生 す る １ つ
の 基 準 信 号 を 全 て の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 基 準 信 号 を 共 通 と す る こ と が 可 能 と な り
、 各 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 発 振 周 波 数 を 一 致 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り
、 各 Ｒ Ｆ 部 に 水 晶 発 信 器 を 設 け る 必 要 は な く な る の で 、 構 成 が 簡 易 に な る と 共 に 、 無 線 機
特 性 の 劣 化 を 生 じ な い 。 ま た 、 同 一 周 波 数 の 異 な る 複 数 の 信 号 を そ れ ぞ れ の 受 信 部 が 受 信
す る Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 無 線 機 に 本 発 明 に 適 用 す る こ と で 、 よ り 高 い 無 線 機 性 能 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ） 　
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 第 ２
の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ で 発 生 し た 基 準 信 号 の Ｒ Ｆ 部 １ ０
２ へ の 伝 送 を 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ０ １ の ク ロ ッ ク と し て 用 い る 点 に 特 徴 が あ
る 。 図 ２ は 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス の 基 準 ク ロ ッ ク に Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ の 信 号 を 用 い 、 無 線
部 側 で は 送 ら れ て き た シ リ ア ル バ ス 信 号 か ら ク ロ ッ ク 抽 出 し て 基 準 信 号 を 取 り 出 し て シ ン
セ サ イ ザ の リ フ ァ レ ン ス に す る 場 合 の 図 で あ る 。 以 下 、 既 に 説 明 し た 装 置 部 分 と 同 様 な も
の は 同 一 の 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 　
　 本 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ０ １ の 動 作 ク ロ ッ ク を Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４
の 基 準 信 号 と す る 。 具 体 的 に は 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ 用 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 用 、 Ｓ
Ｔ Ｒ Ｏ Ｂ Ｅ 用 の ３ 本 か ら な る イ ン タ ー フ ェ イ ス で シ リ ア ル 伝 送 を 行 う 場 合 、 Ｃ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ と
し て Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ の 基 準 信 号 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 無 線 部 １ ０ ３ で は シ リ ア ル 伝 送 デ ー タ の Ｃ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ を Ｐ Ｌ Ｌ の 基 準 信 号 と
し て 用 い る こ と に よ っ て 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ で 一 致 し た 局 部 発 振 出 力 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 ） 　
　 本 実 施 形 態 の 変 形 例 に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ も 図 ２ と 同 様 で 、 デ ィ ジ タ
ル イ ン タ ー フ ェ イ ス の 基 準 ク ロ ッ ク に Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ の 信 号 を 用 い 、 無 線 部 側 で は 送 ら れ て き た
シ リ ア ル バ ス 信 号 か ら ク ロ ッ ク 抽 出 し て 基 準 信 号 を 取 り 出 し て シ ン セ サ イ ザ の リ フ ァ レ ン
ス に す る 場 合 の 図 で あ る 。 　
　 本 変 形 例 で は 、 各 無 線 部 １ ０ ３ は 、 ク ロ ッ ク 抽 出 部 ４ ０ ２ を 新 た に 備 え て い る 。 ま た 、
各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ と ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ と を そ れ ぞ れ １ 本 で 接 続 し て い る デ ィ ジ タ ル
イ ン タ ー フ ェ イ ス ４ ０ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ４ ０ １ は 、 １ 本 の シ リ ア ル 信 号 ラ イ ン で Ｄ Ａ Ｔ Ａ 信 号 だ け
を 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ク ロ ッ ク 抽 出 部 ４ ０ ２ は 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 信 号 を 受 け 取 り 、 こ の Ｄ Ａ Ｔ Ａ 信 号 か ら ク ロ ッ ク 抽
出 を 行 う 。 こ の ク ロ ッ ク 抽 出 さ れ た 信 号 は Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ の 基 準 信 号 と 同 一 で あ る た め 、
こ の 信 号 を 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ の 基 準 信 号 と し て 用 い る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 上 述 し
た 実 施 形 態 と 同 様 に 各 無 線 部 １ ０ ３ で 一 致 し た 局 部 発 振 出 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 説 明 で は デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ０ １ の 動 作 ク ロ ッ ク
を Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ の 基 準 信 号 と ま っ た く 同 一 で あ る 記 述 を し た が 、 ク ロ ッ ク 信 号 と 基 準 信
号 は 位 相 が 合 っ て い れ ば よ い 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 バ リ エ ー シ ョ ン と し て Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４
の 基 準 信 号 の 周 波 数 の 整 数 倍 （ 逓 倍 器 を 用 い た 場 合 ） 、 あ る い は 整 数 分 の １ （ 分 周 器 を 用
い た 場 合 ） を デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ０ １ 、 ４ ０ １ の 動 作 ク ロ ッ ク と し て も 同 様 の
効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て も 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ が 発 生 す る １ つ の 基 準 信 号 を
全 て の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 基 準 信 号 を 共 通 と す る こ と が 可 能 と な り 、 各 周 波 数 シ
ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 発 振 周 波 数 を 一 致 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 各 Ｒ Ｆ 部 に
水 晶 発 信 器 を 設 け る 必 要 は な く な る の で 、 構 成 が 簡 易 に な る と 共 に 、 無 線 機 特 性 の 劣 化 を
生 じ な い 。 ま た 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス の 基 準 ク ロ ッ ク に 共 通 の Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ の 信 号 を
用 い て い る の で 、 構 成 が 非 常 に 簡 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ） 　
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 ５ 、 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ５ は
、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス に 無 線 部 の 制 御 信 号 を 含 み 、 こ の 制 御 信 号 は 、 少 な く と も
ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 か ら の バ ッ テ リ ー セ ー ビ ン グ 信 号 、 送 受 切 替 え 信 号 、 送 信 電 力 制 御 信
号 、 シ ン セ サ イ ザ 周 波 数 設 定 信 号 を 含 み 、 無 線 部 か ら Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ 信 号 を 送 出 す る 場 合 の 図 で
あ る 。 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス
１ １ １ に 、 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ を 制 御 す
る た め の 制 御 信 号 を 含 め る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 無 線 機 は 、 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ は 、 前 述
し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 無 線 部 １ ０ ３ 、 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ （ Ｖ Ｃ Ｏ ： Voltage-Controll
ed Oscillator） １ ０ ９ 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ を 備 え て お り 、 こ れ に 加 え て 、 新 た に Ｒ Ｓ Ｓ
Ｉ 検 出 部 ５ ０ ２ 、 制 御 部 ５ ０ ３ を 備 え て い る 。 　 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ は 、 制 御 部 ５
０ ３ か ら の 制 御 信 号 （ 後 述 す る シ ン セ 周 波 数 設 定 信 号 ） を 受 け 取 り 、 こ の 制 御 信 号 に 指 定
さ れ た 周 波 数 で 発 振 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ 検 出 部 ５ ０ ２ は 、 対 応 す る Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ が 受 信 し た 信 号 の 強 度 を 検 出 し 、 こ の
強 度 を Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ （ Received Signal Strength Indicator） 信 号 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 制 御 部 ５ ０ ３ は 、 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー セ ー ビ ン グ 信 号 、 送 受 切 替 信 号 、 送 信 電 力 制 御 信
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号 、 シ ン セ 周 波 数 設 定 信 号 の 各 種 制 御 信 号 を 生 成 し て 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ 又 は シ
リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ に 出 力 す る 。 そ し て 、 こ れ ら の 信 号 は 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ
ー フ ェ イ ス １ １ １ を 経 由 し て 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ か ら Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 対 し て 送 出 す る 制 御 信 号 は 以 下 の も の が
あ る 。 　
　  （ １ ） バ ッ テ リ ー セ ー ビ ン グ 信 号 … … 消 費 電 力 削 減 の た め 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ の 電 源 を 待
ち 受 け 時 等 に バ ッ テ リ ー セ ー ビ ン グ モ ー ド に 移 行 す る た め の 信 号 で あ る 。 場 合 に よ っ て は
複 数 系 統 の う ち 一 部 の み 起 動 し 一 部 を バ ッ テ リ ー セ ー ビ ン グ モ ー ド へ 投 入 す る 場 合 も あ り
う る 。 一 般 化 す る と 、 こ の 信 号 は 、 無 線 機 の 消 費 電 力 を 変 更 す る こ と が 可 能 な 可 変 信 号 で
あ る 。 　
　  （ ２ ） 送 受 切 替 信 号 … … 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の よ う な パ ケ ッ ト 通 信 シ ス テ ム に お い て は 送 信 と
受 信 を 同 時 に お こ な わ な い 。 こ の と き 送 信 と 受 信 を 切 り 替 え る 切 替 信 号 を 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２
へ 送 出 す る 。 　
　  （ ３ ） 送 信 電 力 制 御 信 号 … … 送 信 電 力 を 基 地 局 （ ア ク セ ス ポ イ ン ト ） や 、 伝 搬 環 境 に
応 じ て 変 更 す る 制 御 は ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ が 判 断 し て デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 １ １ ５
か ら の 制 御 に よ っ て お こ な わ れ る 。 　
　  （ ４ ） シ ン セ 周 波 数 設 定 信 号 … … こ の 信 号 は 、 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 内 蔵 さ れ た 周 波 数 シ
ン セ サ イ ザ の 発 振 周 波 数 を 決 定 す る た め の 発 振 周 波 数 設 定 信 号 で あ り 、 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に
対 し て ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ か ら 分 配 さ れ る 。 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ で 用 い る 場 合 は 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０
２ の シ ン セ サ イ ザ の 発 振 周 波 数 は 同 一 の も の と な る 。 ま た 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 無 線 機 等 の 複
数 の キ ャ リ ア の 周 波 数 の 信 号 を 用 い て 送 受 信 を 行 う 無 線 機 で は 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ の シ ン セ サ
イ ザ の 発 振 周 波 数 は 異 な る 周 波 数 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ か ら ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ へ 送 出 さ れ る 制 御 信 号 は 、 次 の 信 号
が あ る 。 　
　  （ １ ） 受 信 信 号 強 度 を 表 す Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ 信 号 … … 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ が 受 信 し た 信 号 の 強 度 を
表 す 数 値 で あ り 、 例 え ば Ｍ Ｉ Ｎ Ｏ の 無 線 機 の 場 合 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ は こ れ ら の
数 値 を 基 に 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ の 受 信 処 理 と し て 各 受 信 部 で 受 信 し た 信 号 の 分 割 の た め の 計 算 を 行
う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 従 来 の デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス を 有 す る 無 線 機 で は 、 制 御 信 号 を 物 理 的 に 別 の 信 号
線 と し て 送 出 し て い た た め 、 無 線 部 と ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 と の 配 線 が 多 く な り 、 特 に 複 数
の 無 線 部 を 有 す る 無 線 機 に お い て は 問 題 と な る が 、 本 実 施 形 態 に お い て は １ 本 の デ ィ ジ タ
ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ に 信 号 線 と 制 御 線 と の 伝 送 機 能 が あ る の で 、 対 応 す る 信 号 を 送
受 信 す る こ と が 可 能 と な り 配 線 の 本 数 を 減 ら せ る と い う 極 め て 大 き な メ リ ッ ト が あ る 。 特
に 、 本 実 施 形 態 の 無 線 機 で は 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ と Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ を 物 理 的 に 離 し
て 配 置 す る 場 合 に ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ と Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ と の 接 続 が 単 純 と な る た め ス
ペ ー ス 的 、 コ ス ト 的 に 大 き く 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 制 御 信 号 の 重 畳 の 手 法 は 、 送 信 信 号 や 受 信 信 号 が デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １
１ １ を 通 過 す る 隙 間 に 入 れ 込 む 手 法 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ ０ ８ 、 １ １ ３ に バ ッ フ
ァ を 備 え 、 バ ッ フ ァ で 信 号 を 保 持 し て お き 、 信 号 の サ ン プ ル レ ー ト よ り も 高 速 で デ ィ ジ タ
ル 信 号 を 送 信 し 、 そ の 合 間 に 制 御 信 号 を 入 れ 込 む 手 法 等 が あ る 。 す な わ ち 、 図 ６ に 示 し た
よ う に 、 送 信 期 間 と 受 信 期 間 と の 間 に 制 御 信 号 送 出 期 間 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 の 変 形 例 ） 　
　 こ の 変 形 例 は 、 制 御 信 号 を 物 理 的 に 別 の 信 号 線 で ま と め て 授 受 す る た め の も の で あ る 。
本 変 形 例 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。 　
　 本 変 形 例 で は 、 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に ２ つ の シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 ７ ０ ３ 、 ７ ０ ４ を 設

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-96762 A 2007.4.12



け 、 そ れ ぞ れ に デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ７ ０ １ 、 ７ ０ ２ を シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部
１ １ ３ と の 間 に 接 続 す る 。 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ７ ０ １ は 、 送 受 デ ー タ を シ リ ア ル
－ パ ラ レ ル 変 換 部 ７ ０ ３ と シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ と の 間 で 伝 送 さ せ 、 デ ィ ジ タ
ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ７ ０ ２ は 、 制 御 デ ー タ を シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 ７ ０ ４ と シ リ ア ル
－ パ ラ レ ル 変 換 部 １ １ ３ と の 間 で 伝 送 さ せ る 。 ま た 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 例 と 、 第 ３ の 実 施
形 態 の 変 形 例 と を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 に 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ な ど の よ う に 複 数 の Ｒ Ｆ 部 を 有 す る 無 線 機 に お い て は 、 ベ ー ス バ ン ド 処
理 部 １ １ ２ を 中 心 と し て 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ の 制 御 を 行 う こ と に よ り 、 極 め て 効 率 的 に 無 線 機
を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て も 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ が 発 生 す る １ つ の 基 準 信 号 を 全 て
の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 基 準 信 号 を 共 通 と す る こ と が 可 能 と な り 、 各 周 波 数 シ ン セ
サ イ ザ １ ０ ９ の 発 振 周 波 数 を 一 致 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 各 Ｒ Ｆ 部 に 水 晶
発 信 器 を 設 け る 必 要 は な く な る の で 、 構 成 が 簡 易 に な る と 共 に 、 誤 り 率 特 性 の 劣 化 と 言 っ
た 無 線 機 特 性 の 劣 化 を 生 じ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ） 　
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 ベ ー
ス バ ン ド 処 理 部 か ら 電 源 を 供 給 す る 場 合 の 図 で あ る 。 第 ４ の 実 施 形 態 の 無 線 機 は 、 第 １ の
実 施 形 態 に お い て 説 明 し た デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ に Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 対 す る Ｄ
Ｃ （ 電 源 ） ラ イ ン ９ を 含 め 配 信 す る デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ０ １ を 備 え た も の で あ
る 。 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ と ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ と を 接 続 す る デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ
ス ８ ０ １ は 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス １ １ １ と 同 様 に 物 理 的 に は １ 本 の 接 続 線 で あ る
。 本 実 施 形 態 に お い て も 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １ １ ４ か ら 全 て の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ に 共 通 の
基 準 信 号 を 各 無 線 部 １ ０ ２ に 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 無 線 機 は 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に 電 源 ８ ０ ２ を 持 ち 、 各 無 線 部 に 対
し て ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ か ら デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ０ １ を 通 し て 電 源 を 供
給 す る 。 こ れ に よ っ て 、 各 無 線 部 １ ０ ３ に 信 号 線 と 別 に 電 源 線 を 配 線 す る 必 要 が な く な り
、 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 に 配 線 の 本 数 を 減 ら せ る と い う 極 め て 大 き な メ リ ッ ト が あ る 。 特
に 、 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ と Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ を 物 理 的 に 離 し て 配 置 す る 場 合 に ベ ー ス バ
ン ド 処 理 部 １ １ ２ と Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ の 接 続 が 単 純 と な る た め ス ペ ー ス 的 、 コ ス ト 的 に 大 き く
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 具 体 的 な Ｄ Ｃ の 給 電 手 法 に つ い て 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。 　
　 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 用 レ ギ ュ レ ー タ ９ ０ １ と 、 Ｒ Ｆ 部 用
レ ギ ュ レ ー タ ９ ０ ２ を 用 意 す る 。 そ れ ぞ れ の レ ギ ュ レ ー タ は 、 外 部 の 電 源 、 例 え ば 電 池 ９
０ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 一 定 電 圧 を 各 部 に 供 給 す る 仕 組 み に な っ て い る 。 デ ィ ジ タ ル 信 号
処 理 部 用 レ ギ ュ レ ー タ ９ ０ １ は ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 の デ ィ ジ タ ル 回 路 に 対 し て 電 源 を 供 給
す る 。 一 方 、 Ｒ Ｆ 部 用 レ ギ ュ レ ー タ ９ ０ ２ は Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ へ 供 給 す る 電 圧 を 発 生 さ せ る 。
Ｒ Ｆ 部 用 レ ギ ュ レ ー タ ９ ０ ２ は 、 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 対 し て 電 源 電 圧 を 、 Ｒ Ｆ 部 用 レ ギ ュ レ ー
タ ９ ０ ２ か ら デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ０ １ を 経 由 し て 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 従 来 の よ う に Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 電 池 か ら 直 接 個 別 に 電 圧 を 供 給 す る 必 要 が な
く な り 、 配 線 の 占 め る ス ペ ー ス が 大 幅 に 削 減 さ れ る 。 ま た 、 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 対 す る 配 線 の
供 給 元 を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に 一 元 化 す る こ と が 可 能 と な り 複 雑 な 配 線 を 必 要 と し
な く な る 。 な お 、 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 対 す る Ｄ Ｃ 電 源 は 電 源 専 用 の 物 理 的 に は 信 号 線 と は 異 な
る ラ イ ン を 用 い て 供 給 し て も よ い し 、 デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス ８ ０ １ に 重 畳 さ せ て 供
給 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 形 態 ） 　
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 に つ い て 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 、
シ ン セ サ イ ザ を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 有 し 、 ロ ー カ ル 信 号 を 各 無 線 部 に 供 給 す る 場 合 の 図
で あ る 。 　
　 本 実 施 形 態 の 無 線 機 は 、 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ０ ２ を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に も ち 、 そ
の 信 号 を 、 信 号 線 １ ０ ０ １ を 介 し て 各 無 線 部 １ ０ ３ に 分 配 す る も の で あ る 。 シ ン セ サ イ ザ
１ ０ ０ ２ は 、 図 １ で 示 し た 、 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ １ ０ 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ １
１ ４ を 含 む 。 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ の 基 準 信 号 を 各 無 線 部 １ ０ ３ に
分 配 し た が 、 本 実 施 形 態 で は シ ン セ サ イ ザ の 信 号 を 供 給 す る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に も ち そ の 信 号 を
各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ に 送 出 し 、 各 Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ が 有 す る 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 基 準 信 号
と し て そ れ を 用 い る こ と で 各 シ ン セ サ イ ザ の 周 波 数 を 完 全 に 一 致 さ せ る 。 　
　 し か し な が ら 、 第 １ の 実 施 形 態 で は 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ を Ｒ Ｆ 部 １ ０ ２ ご と に 持
つ た め 、 そ れ ぞ れ の 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ １ ０ ９ の 過 渡 応 答 は 各 無 線 部 で 異 な る 場 合 が あ る
。 一 般 的 に 周 波 数 シ ン セ サ イ ザ は 外 乱 に 非 常 に 弱 く 、 こ の た め 送 信 信 号 の 回 り こ み 等 で 発
振 周 波 数 が 過 渡 的 に 変 動 す る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 定 常 状 態 で の 発 振 周 波 数 は 一
致 す る が 、 例 え ば パ ケ ッ ト の 先 頭 等 で 各 々 の 無 線 部 の 周 波 数 が 微 小 変 動 す る た め に 、 Ｍ Ｉ
Ｍ Ｏ に 用 い た 場 合 送 受 信 特 性 が 劣 化 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 と こ ろ が 、 本 実 施 形 態 の よ う に シ ン セ サ イ ザ １ ０ ０ ２ を ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ １ ２ に も
つ こ と に よ っ て 、 た と え 外 乱 な ど に よ っ て シ ン セ サ イ ザ １ ０ ０ ２ の 発 振 周 波 数 が 過 渡 的 に
変 動 し た と し て も 、 各 無 線 部 １ ０ ３ に 配 分 さ れ る 周 波 数 は ま っ た く 同 じ 過 渡 変 動 と な る た
め 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ な ど で 用 い た 場 合 に 送 受 信 特 性 が 劣 化 し な い と い う 極 め て 大 き な 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 例 え ば 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 は
Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 用 無 線 機 を 例 と し た が 、 ダ イ バ ー シ チ 受 信 機 に も 応 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス で 伝 送 さ れ る Ｃ Ｌ Ｏ Ｃ Ｋ 信 号 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 信 号
、 Ｓ Ｔ Ｒ Ｏ Ｂ Ｅ 信 号 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 無 線 機 内 で 制 御 信 号 を 伝 送 す る 期 間 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 無 線 機 内 で の 具 体 的 な 給 電 手 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 無 線 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ０ １ … ア ン テ ナ 、 １ ０ ２ … Ｒ Ｆ 部 、 １ ０ ３ … 無 線 部 、 １ ０ ４ … 受 信 部 、 １ ０ ５ … 送 信 部
、 １ ０ ６ … ア ナ ロ グ － デ ィ ジ タ ル 変 換 器 （ Ａ Ｄ Ｃ ） 、 １ ０ ７ … デ ィ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換
器 （ Ｄ Ａ Ｃ ） 、 １ ０ ８ 、 １ １ ３ 、 ７ ０ ３ 、 ７ ０ ４ … シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 部 、 １ ０ ９ …
周 波 数 シ ン セ サ イ ザ 、 １ １ ０ … Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 、 １ １ １ 、 ２ ０ １ 、 ４ ０ １ 、 ７ ０ １ 、 ７ ０ ２ 、
８ ０ １ … デ ィ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 １ １ ２ … ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 、 １ １ ４ … 温 度 補 償
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水 晶 発 振 器 （ Ｔ Ｃ Ｘ Ｏ ） 、 １ １ ５ … デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部 、 ４ ０ ２ … ク ロ ッ ク 抽 出 部 、 ５
０ ２ … Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ 検 出 部 、 ５ ０ ３ … 制 御 部 、 ８ ０ ２ … 電 源 、 ９ ０ １ … デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 部
用 レ ギ ュ レ ー タ 、 ９ ０ ２ … Ｒ Ｆ 部 用 レ ギ ュ レ ー タ 、 ９ ０ ３ … 電 池 、 １ ０ ０ １ … 信 号 線 、 １
０ ０ ２ … シ ン セ サ イ ザ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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